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１．はじめに
　加茂湖は、1901年に湖口が開削され、翌年
に水路が完成して鹹
かん
水湖になった。それまでは、
高波や洪水時の湖口開削によって海水が浸入す
ることがあっても、基本的に淡水湖であった。
　西田ら（1981）によれば、加茂湖周辺の低地
の田畑や宅地は、古くからの埋め立ての結果で
あり、埋め立てによる水田面積は大正年間に限っ
ても、19,122町歩であるという。
　湖周辺に土を盛って造成された田畑には、湖
水の波浪による崩落を防いだり塩分を含む湖水
の田畑への侵入を防ぐ「葭生い」という広いア
シ原を設けていた。アシ原は、湖岸の陸上や湖
水中に多彩な動物群の生息の場を提供していた。
また、湖水より栄養塩を吸収したアシは、屋根
葺き材などとして大量に刈り出され、湖の富栄
養化防止に貢献していた。
　アシ原は現在、湖岸の用水路の整備や湖岸一
周道路のために、ほとんど埋め立てられた。そ
して、江戸期や明治は勿論、大正、昭和期の、
浅くて広い磯やアシ原からなる湖岸風景を知る
人も少なくなった。今、加茂湖の古い時代の動
物相や漁撈法、狩猟法の活字による記録は充分
ではなく、それらを、先祖から聞いたり、経験
した人も少なくなった。
　私は、加茂湖の動物相を調べ（1972，1974，
1981，1982）、今も、生物相の変遷に興味を持ち、
採集と解析を続けている。1992年以降、生物の
採集時に、昔の漁撈法や狩猟法、その対象動物
を尋ねることにした。その結果、既報（池田ら；
1981，両津郷土博物館；1982，1986，1997.）
にない知見もあった。それらは、湖産動物変遷
の資料となるものもあり、記録として残すべきと
考えた。
　昔の漁撈法や狩猟法の聞き取り調査を始めた
ところ、多くの方から、1914（大正 3）年生ま
れで、潟端集落の甲斐二十四朗さんが詳しいと紹
介された。そこで、2004年 6月１日からおよそ
1ヶ月間、折をみて聞き取りを行った。
　以後の記述は、甲斐二十四朗さんからの聞き取
りが主である。しかし、潟漁中の方々からの聞き
取りで興味深いものはそれを記し、話者が了解さ
れた場合は氏名を付記した。
　聞き取りの際に話者の前で描いた概略図の一
部を、本報に添えた。聞き取りのなかで、付記し
ておきたいことや、生物の方言のうち、標準和名
を記した方が良いと思ったものは、注；として記
した。聞き取りの内容には、日本各地の古い漁撈
法に照らして疑問を感ずるものもあるが、議論は
機を改めたい。
　なお、文中で長さの単位がメートル法と尺貫法
が交錯するが、話者の語りのままとした。
２．聞き取り調査の結果
2.1　やたか漁（聞き取りによると二通りある）
2.1.1　甲斐二十四朗さんより聞き取り
　湖岸の水深2ｍ位の所に、9尺× 6尺ほどの
広さに、水面から1尺くらい頭が出るように木
杭を数本打ち込み、そこに冬は杉やアテビなどの
常緑樹の枝を束ねて積み上げた。冬以外は、容易
に手に入る楢などを使った。柴の流出や浮上を抑
えるために、束ねた柴を竹に結びつけ、錨で浮上
を抑えることもあった。
　舟1艘
そう
に男、もう1艘に女が乗り、男性は9
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尺×9尺で網が少し下に弛む四手網、すなわち「や
たか網」を構える。構えは、四手網の一方を「や
たか」の杭の底に届くように置き、もう一方は箱
舟の舷の上端に最終的に掛かるようにする。女性
は、やたかの四手網と相対する側から、棒で柴の
上や横を突つく。棒は長いものと短いものを場面
に応じて使い分ける。四手網の方向に魚が泳ぎ出
るように突くには熟練が必要である（図１）。
　上手に魚が追い出された頃あいに、男は舷上部
に足をかけ、舷に一端を掛けた四手網を引き上げ、
魚を一気に舟のなかに流し込む。引き上げるとき
の竹は、直径が3寸ほどで少し撓る必要がある。
男は力のある者で、四手網を引き上げながらもう
一方の手で櫂
かい
を操る。男は藁
わら
で編んだ「ふかぐつ」
を履き、魚を踏んでも潰れないように配慮した（図
２）。
　「やたか」は一軒に一つ位で、「新潟県」と記し
た鑑札を見たように思う。
　注；2004年に湖岸でカキ筏の作業中の84歳
の男性は、「やたかを突く棒は竹であった」と話し、
「先祖は、獲れた鮒や鴨黐
もち
縄猟で獲れた鴨を桶に
入れて天秤棒に掛け、国中や相川まで行商に行っ
た。それで現在の身上ができた。今もこの天秤
棒を、家宝として床の間に掲げている家がある。」
と話す。突き棒の先に、音の出るような金具その
他の装置を付けたか否かは知らないという。
　甲斐二十四朗さんの父親が「やたか漁」に係わ
り、聞き取り調査の頃まで、四手網がカキ番屋に
あったというが、確認できなかった。
　一方、1973年の新潟日報に本間雅彦氏が書い
た「民具のはなし（20）」に、中川雀子さんから
の聞き取りとして、「やたかは三方に柴を積み、
もう一方に特別のしかけがある」とある。
2.1.2　甲斐　智さんより聞き取り
　潟端集落の甲斐さんが20歳の頃、当時70歳
位（1888（明治21）年頃の生まれ）の男性から
聞いた「やたか」である。
　水深２ｍほどの湖底に1ｍほど埋まり、水面
上に1尺ほど顔を出す程度の木杭を打ち込み、2
本の木杭の列を作る。木杭の列の長さは10ｍほ
どで、2本の杭の列によって扇を開いた状態にす
る。扇の外周に相当する所の幅は10ｍほど、狭
まった扇の要に相当する所の幅は1間ほどであ
る。
　このやたか漁は寒中に行う。まず、舟3艘に
女性がそれぞれ2人ずつ乗り、長さ2～ 3間の
竹の棒で蓮や葦などの水草の群落を突いて冬眠
中の鮒（和名；キンブナやギンブナか）や鯉を追
い出し、扇形の木杭列外周から要の方向へ誘導し
た。竹の棒の先には数本の紐を縛りつけ、紐の先
に巻貝などを縛りつけ、ガチャガチャと揺り動か
せで魚を追った。魚の付く場所や追われた魚の泳
ぎ行く方向は、場所によっておおよそ決まってい
る。だから、「やたか」の扇形の木杭の外周方向
は場所によって異なる。扇形の木杭の要の所に男
図１．やたか漁の配置　
図２．やたか網の引き上げ　　
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性が2人おり、1人が四手網を操って魚を獲り、
1人は櫂や棒で操船した（図３）。
　注；この話は、明治初年に調査し、明治23年
の第3回国内勧業博覧会の水産資料に使われた
『近江水産図譜』の張網の漁法に似ている。しか
し、木杭の間に簀ないしヨシズを張ったか否かは
分からないという。また、扇形の要の位置に、ひ
とたび魚が入ると容易に逃れられない張網の壺
網があった方が効率的である。しかし、それらの
構造の有無は知らないという。「夷在住の民俗研
究家故中川雀子氏が加茂湖のヤタカ漁法はまさ
に近江のエリ漁法そのものだと言い切っていた」
という記述（本間；1981）を考えると、エリ（魞）
漁の魞壺に相当する仕掛けがあったと考えられ
る。なお、木杭は竹杭かも知れないが、聞き取り
時に確認をしなかった。（甲斐　智さんは1938
年生。聞き取り日　2004  June 1）
2.2　鴨の流黐猟（聞き取りによると二通りある）
2.2.1　甲斐二十四朗さんより聞き取り
　私（甲斐さん）の家の近くに住み、1894（明
治27）年頃の生まれの男性から聞いた話も含む。
男性の家は、やたか漁もやっており、親や祖父た
ちから聞いた話も入っているだろう。
　もちなわ（黐縄）や、かもなわ（鴨縄）とい
い、もちづる（黐蔓）に黐を付けて風上から流す。
鴨は目の前の木片などを銜えて後ろに放る癖が
あり、これを利用して嘴
くちばし
や羽に黐縄を絡ませて
捕える猟法である。加茂湖が淡水湖の頃に行わ
れていた。
　もちづるは互いに数本を結び、およそ5間か
ら8間くらいの黐縄を作る。もちづるに黐を塗
るとき、生木だと黐が付かないので火で焙ってか
ら使用した。黐は薄く塗る。黐縄は、魚の延縄を
笊に載せるときのように、わっか状にして舟に載
せた。舟の長さは9尺の一人乗り。
　黐縄は、風上から流すと、必ず風上を向いて泳
ぐ鴨に達し、黐縄に絡む。また、鴨を風下から風
上へ追うこともある。その時、飛び立たぬよう
にするには経験が要る。1本の黐縄で、1羽しか
鴨が掛からないということはなく、多いときは3
羽も掛かった。黐縄の端に所有者の番号か名前を
書いた木札を付け、見失っても後ほど湖岸で回収
し、他人のものは持ち主に届けた（図４）。 
　獲った鴨は、スズガモがとても旨く、イシワリ
も旨い。ムナグロは小さいが数が多く、鴨のなか
で一番旨い。アイサは湯通しをして煮た。
　黐は、潟端にも黐の木（和名；モチノキ）があ
り、樹皮から黐を採った。人によっては、麦粉か
ら採った黐を混ぜて、黐の量を増やした。暖める
と黐は軟らかくなる。
　2000年代の初めに、家の天井に乾燥しきった
わっか状の黐縄が保管されていた。ぽきぽき折れ
るので焼却した。黐縄は、翌年の猟期まで保管し
ていたようだ。
　もちづるは、①外海府の高千などから購入した。
現地では岩からぶら下がっていると聞いた。②茎
図３．やたか漁の追い方、追い棒と杭　
図４．流黐猟の様子、風向、黐縄と鴨
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は、マッチ棒の燐の付いているところ位の太さで、
長さは1本 3～ 4尋くらいであった。③もちづ
るに詳しい方に、集落にあった蔓をもちづるかど
うかを判定してもらったら、茎を折って臭いを嗅
いでいた。
　注；黐をもちづるに付ける時に、菜種油などの
植物油を混ぜたかどうか、稲藁や和名チガヤを
綯って黐縄にしたかどうか、水を張った田圃に仲
間を呼ぶための囮
おとり
鴨を結わえ、竹を細く割った
長さ３尺ほどの先端に黐を塗ったものを多数挿
しておく「鴨の千本擌
はご
猟」や、釣り針に和名スジ
エビやトンボのヤゴを餌にする「釣鴨猟」をやっ
たかどうかについては、まったく知らないという。
　上述の鴨の名は加茂湖周辺の方言で、アイサ
は、和名のウミアイサとカワアイサもいたようで
ある。しかし、他の鳥類は、方言から和名を推測
できなかった。上記①～③を満たすもちずるは、
日本各地で「鴨流黐猟」に用いられた、和名ツ
ヅラフジの近縁種、和名アオツヅラフジ（学名；
Cocculus trilobus D.C.）であろう。前種は、西日
本を中心によく流黐縄に使用されたが、佐渡島に
分布しない。アオツヅラフジはツヅラフジより柔
軟性が落ちるが、充分に代用できる。
　試みに、佐渡産アオツヅラフジを採取し、3年
ほど部屋で保管した。その結果、材はぽきぽき折
れるようになったが、水に浸すと柔軟性を回復し、
曲げても結んでもほとんど折れなかった。
2.2.2　甲斐　智さんより聞き取り
　黐縄猟は、藁縄に黐を一面に塗って風上から鴨
が飛び立たぬように流した。藁縄の直径は3寸位、
3人がかりで綯った。黐縄の方に鴨を追い立てる
が、鴨は人を見て警戒したりしなかったりする。
鴨は風上に向ってのみ飛び立つので、怖がらせな
いことが大切。黐は加茂湖の潟端集落には少ない
が、新穂の大野山や小佐渡に多い。
　当時、国中方面へ鴨を売りに行くと、鴨1羽
と米1升の交換であった。
　注；藁縄直径3寸は、垂下式牡蠣養殖筏の固
定用に使った藁縄の太さに等しい。黐縄は細くて
強くて沈まないのが一般的である。このように太
い鴨黐縄は例がない。（聞き取り日；2004 June 1）
2.3　柴漬け漁
　アスナロかスギの枝を３尺位の長さに切り、縄
で縛った柴を湖水に沈めておくとエビ類やウナ
ギが潜む。それをそっと引き上げて漬柴の下に直
径1ｍ位の柴漬けタモを差し入れて潜む魚類を
獲る。メバルも柴に付く。ウナギは漬柴が水面に
近づくと跳んで逃げるので素早く小タモで掬う。
また、舟に取り込んでもウナギは舟べりを越えて
逃げるので、ひご竹で編んだ大きな籠に入れた。
籠は、瓢
ひょうたん
箪の上の膨らみを真ん中から切り落とし
た形であった。ウナギは、漏斗状の広がった入り
口の籠で入れ易く、入ったウナギは立ち上がると
頭がぶつかって逃げられない。
　柴漬け網の底部に手を添えて舟へ押し上げる
時、オコジ（和名；オニオコゼ）がいて、刺され
ると大変だ。
　今は、スギ葉を長さ30㎝位の長さに切った小
さな漬柴を湖岸に入れておくと、エビ（和名；ス
ジエビモドキらしい）が獲れる。これを餌にして、
体長20㎝位のクロダイを釣っている。
　注；大型の漬柴の束の大きさを両津湊の船揚
場で40才代の男性からの聞き取りをした (2005 
Mar. 27)。漬柴の直径は5尺位、柴漬け網の直径
も同じ位という。また、同日に、湖岸の嶋﨑で
60才代の男性に聞いたところ、柴はスギを使わ
図５．漬柴の引上げ
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ず、アスナロかナラで、漬柴の束の直径も柴漬け
網の直径も1ｍ位という（図５）。
2.4　ゴリ獲り
2.4.1　ゴリ獲り
　5～ 6月頃、湖岸のガラ石（礫）のところに、
体長1寸位のゴリの大群が寄る。1人が「ゴリ網」
を持ち、もう1人はゴリを追う。
　ゴリ網の入り口は、太い針金を半月状に曲げて
作る。底部の幅は4尺、鉛の棒ないし投網の鉛
部分様のものを縛りつける。入り口の高さは適当
でよい。網はモジ網で奥行きは6～ 8尺。追い
役が遠くからゴリを追うときは網の奥行きを長
くしてゴリの反転逃避を防ぐ。また、近くから追
い込むときは奥行を短くするように持つ。網の入
り口底辺には、周囲のごろ石と同じものを並べて
置く。追い役は、1本ないし2本の棒の先に数個
の貝殻を紐で結んだものを揺すって、網の方にゴ
リを誘導する（図６）。
　1人でゴリ獲りをする時は、ゴリ網の入り口を
湖岸に、底部を湖奥に向けて置く。縄に巻貝や二
枚貝、および、節つきの細い竹を短く切ったもの
を紐で結わえ、縄の一端をゴリ網の入り口の一方
側に置き、長い縄を網の入り口を遠くから囲むよ
うに撒く。撒き終わった縄の一端を、網の入り口
の他の一端に持ってくる。両手で、貝殻や竹筒が
揺れるように縄を網の入り口に引き寄せて、ゴリ
を網に誘い込む（図７）。
　節つきの細い竹は、一端を節の近くで切り、他
の一端は節より少し離して切る。節より離れた一
端に孔を空けて紐を通す。これを縄に付けて水に
入れる。節つきの竹片は空気塊を宿すので水中で
浮いて揺れ、ゴリ威しに効果がある。
　このゴリ獲りは、今の潟端の87～ 88才（聞
き取り時の年齢）の女性は、この漁法を皆知って
いる。漁期は、女性が腰巻1つで湖に入れる位
の気温のときが丁度良かった。
　加茂湖畔で単にゴリと呼ぶのは、このゴリだけ
で、他のゴリには、必ず「○○ゴリ」のように、
ゴリの名前の前に何かを付けた。
　注；ゴリは、和名カマキリ（別称；アユカケ）
のようである。甲斐二十四朗さんも娘さんも、ゴ
リの頭部は大きくて、触るとチクチクと痛かった
という。魚類図鑑を示すとすぐにカマキリを指す。
湖畔で聞き取りをした数名の年配の方たちも、頭
部のチクチク感と私の描く黒い帯状の模様のカ
マキリに同意する。頭部のチクチク感は、鰓蓋に
あって、アユを引っ掛けて捕食するという上向き
に曲がった強大な棘による。
2.4.2　クロゴリ獲り（2005 年の聞き取り。84
歳の男性。氏名と聞き取り月日記録せず）
　岸辺で、クロゴリを獲る方法である。6月頃の
暖かいときに実施した。2.4.1 のゴリ獲りとほぼ
同じような網を用いるが、クロゴリを追う方法に
違いがある。まず、雑木を長さ6～ 9尺に切っ
て、直径が20㎝位になるように何箇所かを束ね
図6.  ２人によるゴリ獲り
図 7. １人のゴリ獲りと追い縄の仕掛け　
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る。これを転がしてクロゴリを網に追い込む。ク
ロゴリは、踏むにも歩くにも邪魔になるくらいい
た。いわゆるゴリ（和名；カマキリ）もいたが少
ない所であった（図８）。
　クロゴリについて、甲斐二十四朗さんの話。８
月頃、クロゴリを網で獲った。クロゴリを延縄の
餌に使って、40～ 60㎝の和名コチを釣った。コ
チは妊婦の母乳の出を良くするといわれていた。
クロゴリは塩茹でにして食べると美味しかった。
新潟では値が高かったマハゼも混じったが、食わ
ないで捨てた。
　注；クロゴリは、和名チチブである。現在も多産。
2.5　餅ゴリ網漁
2.5.1　夏の餅ゴリ網漁　
　6～7月頃、餅ゴリを獲った。餅ゴリとは、腹
が白くて餅のようだという意である。時期が早い
と小さくて体長2㎝位である。網はモジ網で、ゴ
リが入る袋網部分とその両翼の袖網部分を合わ
せて全長100ｍくらいである。袖網は片方が短
くもう一方は長い。袖網の一端を湖岸の杭に縛り、
残りの網は舟に乗せて撒いていく。撒き終わると
長い方の袖網を引いて短い方の袖網の方へ近づ
き、長い方の袖網をどんどん曳き、やがて袖網両
端を湖岸に引き上げる。作業はすべて1人で行
えるが２人でも行った（図９）。
　餅ごり網を１回曳くと多いときは5升～ 1斗
も獲れた。鮮度が落ちないように、一定量に達す
ると佃煮工場へ運んだ。福島市兵衛と○○次郎兵
衛という家である。この工場は「餅ゴリ網を借り
ろ、借りろ、持ってゆけ。」と貸してくれた。　
網の借り賃の決め方はいい加減で、およそ、日当
の1／3を差し引かれた。アサリ1升３～4銭だっ
たが、餅ゴリの値段は思いだせない。
2.5.2　秋の餅ゴリ網漁
　6～7月の方が値が高かったが、稲を刈る前に
時間的余裕があったので秋にも餅ごりを獲った。
卵を持っていたように思う。そのため、妊娠中の
女性は食べるのを嫌った。
　注；大正 15年度新潟県水産試験場事業報告
（1927）は、加茂湖の外海沿岸で「せんばはぜ」
が多いと記す。同定が正しければ、和名ビリンゴ
というハゼで、当然、湖内にも多かったと思われ
る。年々減少しているが、現在も湖内にビリンゴ
の稚魚が群れ、5㎝ほどの成魚も観察される。ビ
リンゴの稚魚は湖水の表層から中層に群れ、成魚
は着底する。初夏と初秋で、漁獲法に差があった
かも知れない。表層から中層にいる稚魚を漁獲す
る時、餅ごり網をゆっくりと曳いて稚魚の下方へ
の潜り込みを防ぎ、底辺の錘の多くは湖底に接触
しないようにすれば、網を軽やかに曳ける。
2.6　アカガイおよびニシガイ漁
2.6.1　まんが（万牙）網
　福浦の新保鍛冶屋で、底辺の長さ 3.5 ～ 4 尺
に、まんがというたくさんの突起を付けた鉄枠
を作ってもらった。そこに網を付けた。網の湖
底に接する側は鉄枠に結わえないで、鉛や陶製
図９．餅ゴリ網を撒く手順
図 8. クロゴリ獲り
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の錘を通したロープに結わえた。錘をつけた所
からの網の奥までは、2～ 3尺位。鉄枠の両端
にロープを付けて湖底を曳き、アカガイとニシ
ガイを獲った（図 10）。
2.6.2　アカガイたも漁
　貝を獲るには、竹材で作った２本の装置を使っ
た。まず、竹材の先に5～ 6番線の針金を竹材
の先から２寸ほど伸びるように結わえる。そのと
き、竹材が浮かないように錘を縛り付けた、いわ
ゆるアカゲイ鉤が一本。次に、6番線の針金で直
径5寸ほどの枠を作り、そこに奥行き1尺ほど
の網を付ける。このたも網を、竹材が浮かないよ
うにする錘と共に、竹材の先に結わえたものがも
う一本である（図11）。
　アカガイとニシゲエは、細がら（小礫）におり
泥底にはいない。細がらの場所は、深くても10
尺以内である。朝は湖水が澄んでいるから、深く
まで見える。
　この2本の装置を両手に持って、舟のトモ（後
部）上端から身を乗り出し、水鏡に顔を入れて湖
底を覗く。貝があったらアカゲイカギとたも網を
操作して貝をたも網に入れて引き上げる。トモ上
端には、作業で胸が痛くならないように麻袋を当
てているが、体が丈夫でないと出来ない。このよ
うな漁は、昭和10～ 13年頃までである。アカ
ゲの直径は普通2寸弱、大きいほうは2寸 5分
位であった。最も大きいものは3寸位だった。
　注；ニシゲエは、和名アカニシ。肉食性の巻貝
で肉は旨い。湖口開削に伴って湖底に繁殖したマ
ガキ、移植したアサリ、アサリに混入して殖えた
サルボウなどを捕食して殖えたのであろう。アカ
ゲー、アカガイは、和名サルボウと思われる。加
茂湖の埋め立て場所を掘り返した際に出土した
ものは、皆、サルボウであり、前述した貝の大き
さとも合致する。ただし、新潟県水産試験場の報
告書の記述は、アカガイとサルボウ（モガイ）が
交錯する。
 
2.7　延縄漁（ウナギ延縄漁は別項）
2.7.1　浮き縄漁
　シバエビやクルマエビで、スズキを獲った。ク
ルマエビは高値であるが、セイゴ（スズキの小さ
いもの）でなくスズキが掛かれば商売になった。
2.7.2　鴨延縄猟
　水深2～3ヒロのところに、長さ30ヒロくら
いの縄に錘の石と釣針の付いた糸を交互に幾つ
か付ける。錘の石と石の間隔は、餌を付けた釣り
針に鴨が食いついても水面に浮かび出ない程度
に水深によって調整する。これは、釣り針に掛かっ
た鴨を水死させるためと、密猟なので鴨が水面に
図10． まんが網
図 11．アカガイたもとアカゲイ鉤とたも漁の様子
図 12.  鴨延縄漁の様子と探り縄
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浮いては困るからである。餌は湖にいくらでもい
たカタクチイワシを使った。塩漬け鰯でも、頭部
だけでも食いついた。釣針は鰯の口から鰓
えら
に通し
た（図12）。
　鴨は、鰯を必ず頭部のほうから食いつく。この
猟は密漁なので浮きは使えない。場所は山当てで
覚え、６番線の針金で作った錨状の鉤付き縄で延
縄を探り当てた。獲れる鴨はアイサ類が多かった。
　
2.8　ウナギ漁
2.8.1　ウナギ竹筒漁
　昭和11～ 12年頃、これで漁をした。青竹で
水に沈むものを用いた。ウナギ筒の一方に節を残
し、節にはウナギが抜け出ないくらいの孔を二つ
空けた。筒の他の一端には筒を引き上げるための
綱を付けた。これを砂底に置いておくと、翌朝
までにウナギは竹筒を隠れ家にして潜んでいる。
20～ 30本入れておくと10本にウナギが入って
いた (図 13）。
2.8.2　ウナギ延縄漁
　カイコの蛹を餌にした。カイコが、接近したま
ま繭を作ると、1つの繭に2つの蛹が入っている
ことがある。「二つ繭」は売り物にならなかった
から、磯部さんから貰ってきて、ウナギ延縄の餌
にした。よく掛かった。昭和3～5年頃である。
2.8.3　ウナギ釣り
　昔は、加茂湖の樹崎の弁天さんの石垣の付近は
深くて、石橋の下を舟で通れた。この石垣の奥に
ウナギが潜んでいた。40㎝ほどの竹ざおの先に、
針を付けた短い釣り糸を縛り付ける。釣り針に大
きめのミミズを付け、石垣の隙間に入れると、ウ
ナギが食いつく。一気に引き出し「受けたも」に
入れる。引き出し損ねると、ウナギは尾を曲げて
出て来ない。その時は、自転車のスポークを曲げ
たものを鰓に差し入れて引き出した（図14）。
2.8.4　ウナギひっかけ漁
　夜、ガス灯（アセチレンランプ）を点けて漁に
出る。ウナギはヒョロヒョロと水面近くを泳いで
いるので、これを鉤棒で引っ掛けて一気に舟に取
り込む。鉤棒は、竹棹に、先を曲げた長さ1尺2
～ 3寸の針金を縛りつけたものである。針金の
先はよく磨いて尖らせてあるが、返しは付けない。
2.8.5　ウナギ突き
　矠
やす
でウナギを突くのは滑って難しいが、突けた
らウナギが矠に巻きつくのでそのとき一気に引
き上げる。巻きつきが解けると引き上げが難しい。
2.9　水掻い出し
　加茂湖の水が太ったとき、つまり、水位が上昇
したとき、陸上の幅2尺くらいの小さな川を藁
で堰き止め、水位が低下したらさらに水を掻い出
す。スッポンもウナギも溯っていた。病人にスッ
ポンの血を吸わせた。また、湖の水が太った後、
湖岸のアシにミズダコが引っかかっていた。この
タコは煮ても焼いても不味かった。
　注；ミズダコについては、詳しく聞き取らなかっ
たので、種を推測できない。アメフラシか。
2.10　ゴビ
　昭和5～ 6年頃、船小屋の湖側に太い栗の木
図13. ウナギ竹筒
図１４．ウナギ釣の道具と石垣
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材2本を伸ばし、その先に焚き木や薪を保管し
ていた。その下の湖水で、春先の暖かい日が射し、
塩水と真水が混じる所に、横になって群れ泳ぐ
赤っぽい虫がいた。大きさは1㎝くらいで、これ
をボラ子が食いにきた。この虫をゴビといい、ゴ
ミとも言った。掬い網で２升ほど採って塩茹でに
したが、旨かった。
　注；ボラ子は和名メナダの幼魚、ゴビはエビに
近縁のヨコエビ類の一種であろう。真野湾の沢根
町の汀線付近でごく希に、和名モズミヨコエビの
雌を抱いた雄たちの大きな群を見ることがある。
その後、雌は脱皮し雄と交尾し産卵する。遊泳中
のヨコエビは産卵直前で、体内に成熟に近い卵を
持つから、美味いかも知れない。ゴビは、モズミ
ヨコエビか、加茂湖に多い和名ニホンモバヨコエ
ビの可能性が高い。
　ヨコエビ類は「コトムシ」と呼ばれ、海の柴漬
け漁で大量に採捕され、鶏の餌や肥料として使用
されている（新潟県水産試験場，1900）。また、
佐渡島でも漁業としていた（豊田誌編纂委員会，
2005）。
2.11　威し刺し網漁（仮称）
　月が出ると、魚たちは湖岸の葦影などに寄る。
そこで岸の沖合いに刺し網を張り、湖岸を歩いて
月影に寄る魚を威して沖に追った。ボラやチンデ
が掛かった。越戸などでよくやったが、自動車の
通過の振動が強くなってから、魚がいなくなった。
　注；ボラは、和名メナダとボラの両種を含むか。
チンデは和名クロダイ。
2.12　イトヨ
　著者伊藤は、1970年代に福浦で１度だけ、イ
トヨおよそ100尾を、魚干し網で天日乾燥され
ているのを見た。当時、加茂湖では、河川の流れ
込む湖岸で、海水の影響のある所で巣作りをする
多数のイトヨを観察できた。しかし、イトヨを佐
渡のヒトは食用にするとは思わなかったので驚
いた記憶がある。鱗が硬くなる婚姻色の雄が多く、
定着した食習慣があったのか不明。
３.  おわりに
　私は、聞き取りを行いながら、話者の高齢化を
痛感し、聞き取りの遅れを悔いた。
　加茂湖の漁撈・狩猟法やその対象動物の推測
は、聞き取りをする話者が殆どおられず、今は不
可能に近い。今後は、新潟県水産試験場の報告や、
断片的に淡水生物の種名や漁法・狩猟法の記述を
した佐渡島の旧町村誌や地誌、紀行文を蒐集する
他はない。ただ、今も、国府川水系や羽茂川水系
に、佐渡島の淡水域で古くから行われてきた漁法
や漁具、料理法を語れる方が残る地域がある。し
かし、古い漁具等は、納屋や外に放り出されたま
ま風化し、今後、この地域においても、古い漁撈・
狩猟法や、料理法は急速に消滅するであろう。佐
渡の伝統文化の一端として、早急な聞き取りが必
要である。
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